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本論文は第 1 章から第 4 章までを第一編としオージェ電子分光と仕事関数測定による表面物性の基





第 3 章には試作した装置についてのべ、同一条件の下で LEED、オージェ電子分光、仕事関数測定
が可能なことを示した。またオージェ電子分光法による金属表面上の不純物の検知と定量補正法につ
いてのべた後、鉄およびシリコン鉄について同時測定を行った結果表面に出現する燐、硫黄、炭素な
どの不純物の量によって仕事関数が影響を受けることを示した。特に鉄単結品上の硫黄の量と仕事関
数は直線関係にあり、真の値を求める方法を明らかにした。
第 4 章には前章で得た結果の考察を行った。
第 5 章には酸化研究の意義と目的をのべ本研究における初期酸化研究の立場を明らかにした。
第 6 章にはシリコン鉄および鉄単結品の初期酸化を超高真空の領域から行い、酸化の様子が試料の
初期条件によって異なることをオージェケミカルエフェクトの観察と仕事関数測定から明らかにした。
? ??qδ 
第 7 章には前章で新しく見い出されたオージェケミカルエフェクトに対する考察を行い、これが酸
化研究に有意義で、あることを示した。
第 8 章は全体の結論であり本研究で得た重要な結果を列記した。
論文の審査結果の要旨
本論文はオージェ電子分光法と仕事関数測定が同時に行い得る装置を製作し、これを用いて鉄およ
びシリコン鉄表面に存在する不純物濃度を高い精度で測定し、更に鉄および、鉄合金について極めて初
期における酸化機構の研究を行ったものである。
すなわち、オージェ電子分光の定量化に新しい補正方法を導入して従来よりも高い精度で微量物質
の定量を行うことに成功した。またオージェ電子分光と仕事関数を同時測定することにより不純物の
濃度が最小の時の仕事関数を求め、従来得られていた仕事関数の測定値の差の原凶を明らかにした。
更にこの方法を鉄むよび鉄合金の極めて初期の酸化の研究に用い、酸化の進行に伴って鉄のオージェ
ピークが減少し、更に分裂することを見い出した。またこれが表面にできる微量の酸化物によること
をつきとめてその系且成を明らかにした。
この研究結果は表面薄層の微量物質の定量測定を目ざす分析機器の開発に寄与し、微量物質を含む
ことによって異なる物性を示す各種材料の研究および酸化等の化学変化を伴う各種の腐食防止の研究
に貢献する所が大きし」よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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